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日 本藻類学会々則

第 1条 本会は日本藻類学会と称する。

第 2条 ヌjI:会は藻学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡5取に親11表を図るとと

を目的とする。

第 3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

1. 総会の開催 (年 1阿)

2. ~薬類に関する研究会， 講習会， 採集会等の関itli.
3. 定期刊行物の発刊

4. その他前条の図的を達するために必要な事業

J154条 本会の事務所は会長のもとにおく。

第 5条 本会の事業i.f:度は4月1日に始り，翌年3月31日に終る。

第 6条 会員は次の 3積とする。

1. 普通会員(藻類に関心をもち，本会の組旨に賛同する伺人叉は団体で，役員

会の承認するもの)。

2. 名誉会員(誠学の発達に貢献があり，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会

の推脱するもの)。

3. 特別会員(本会の趣旨に賛同し，本会の発展に特に寄与した個人叉は団体で，

役員会の推薦するもの)。

第 7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名).職業を記入した入会申込書を

会長に差出すものとする。

第 8条 会員は毎年会費 300円を前納するものとする。但しf 名著書会員及び特別会
員は会貨を要しない。

第 9条 本会には次の役員をおく。

会長 l名。 幹事若干名。 評議員若干名。

役員の任期は 2ヶ年とし重任するこ とが出来る。{圧し，評議員は引続き 3期選出さ
れることは出来ない。

役員選出の規定は別に定める。(附員Ij第 1条~第4条)

第 10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の意を受けて日常の
会務を行う。

第 11条 都議員は誹議員会を構成し，会の要務に関し会長の諮問にあづかる。訴議

員会は会長が拝l集し.また文書をもって，これに代えることが出来る。

第 12ゑ 本会は定期刊行物「務類」を年3回刊行し，会員に無料で頒布する。

(何f ~IJ) 

第 1条 会長は総会に於いて会員中より選出される。幹事は会長が会員中よりこれ
を指名する。

第 2条 評訟員の選出は次の二方法による。

1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区 1名とし，会員数が 50

名を越える地区では 50名までごとに1名を加える。l

2. 総会に於いて会長が会員中より若下名を推薦する。何し，その数は会評議員
の 1/3を越えることは出来ない。

地区割は次の 7地区とする。

北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長野.111梨を含む)。中部地区(三重を含む)。
近畿地区。 中国 ・四国地区。九州地区(沖縄を含む)。

第 3条 会長及び幹事は評議員を兼任することは出来ない。

第 4条 地区選出の評議員に欠員を生じた場合は，前任者の残余期間，次点者をも
って充当する。

第 5条 本会則は昭和 33年 10月26日より施行する。



チ ャシオグサの関節の構造について

阪井 与志雄*

Y. SAKAI: On the structure of the articulation 

of Clαdoph01'αωrightiαnαHARVEY 

νオグナ属 (Cladoρhora)はその近縁属のモツレグサ属 (5ρongomorρha)

と非常lとよく似てお り，鈎状の校をもたないモツレグサ属植物，例えばキタ

ミモツレグナ (5.breviarticulata SAKAI)， トグナνモツレグナ (5.saxatilis 

(RupR.) COLLINS)等は νオグナ属植物と区別がつけ難い。 然し，詳細K観察

すると多くの点で属として区別出来る性質が見られる。そのーっ として筆者

は先年 (1954)モツレグナ属にはその発達程度，体lζ於け る所在の部位等lζ差

はあるが必ず輪縁状隔膜 (rim-shapedseptum)が見られる事を明らかに し，

之はνオグナ属から区別される性質である とした。即ち Vオグサ属lζ於いて

は細胞の隔膜又は関節lこ何等特徴的な形態を見る事が出来ないのが通例であ

った。

処が， 日本l主νオグサ属の研究中筆者はチャ νオグサ (C.wrightiana 

HARV.)の関節が特梨な形態を手jーする事を見た。乙の関節については HARVEY

(1859， 1959)は全く記していない。然し，岡村・i'4土 (1902，p.122)は之に相当

する らしい ものを “校 ノiI!l々 ヨリ短キ根ヲ出νテ節ヲ強健ニス"と誌してい

るが図を与えてはいない。チャ νオグサは生|時は濃緑色であるが謄葉標本に

すると名の示す械に茶色tζ変色し，体は大形で 40cm Iζ達し，茎の下部lζ環

状の溢れのあるのが判徴的である。 iflj間部の太さは小紋で 400μ，体の下部で

800μ 』ζ達するが， HARVEY (1959， p.27) Iζよれば 1/2ライン(約 1057μ)の

直径を令するとある。

乙の関節は一見すると上下の細胞が数箇処で， 恰も紅訟dil~の械に， 原形

質泌総を行っている様(乙見える (Fig.1)。ぷし，乙の郎分の縦断面(パラ フィ

ン法による)を見ると原形質idt各ではなく ，上の細胞から数個の悩l肢のない原

形質の突起が多少隆起した似IJ壁内を下降し，下の細胞の上端を把握している

様花見えるが，決して隔膜の中央部lとは見られない (Fig，2)0との点は EGEROD

(1952)が Valoniatrabeculata EGERODで trab巴cuJat巴septumを見ている様

者北海道大学理学部植物学教室
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2 務類第8巻第 l号 昭 和 35年 4月

Fig. 1. Surface view of the articulation， showing 

some protoplasimic protub白rances. X 90. 
Fig. 2. Longitudinal se巴tionof the articulation， showing 

intracuticular protoplasimic protuberance. X 55 

に隔l肢の周辺部以外にだけ突起があるのと は異なる。 チャνオグサの乙の特

徴的な関節は体の多くの部分lζ見られるが最末小枝の最後の関節(1時R::1lf~ 2 

の関節)及び仮棋には見られない。最もよく乙の突起の発達しているのは体

の下部であるが，特』ζ校のI:t:る関節lζは著しく ，校の基l1ii細胞からも突起の

山ているのが認められる。多くの場合各関節に 4~lO 本位の原形質の突起が

見られるが，体の上昔flの関節では下部のそれK於ける よりは数は少なくなっ

ている。乙の突起の太さは体の上部では細 く下部では太くなっているが，大

体 30~60μ の l陪を有する。長さは止部のもので 45~100μ，下部で 70~200μ

であるが， チャ ν オグヅー白 身 ~ I~'市 lこ大きな細胞を千j するので之 lζ比べ全く短

く忠われる。 以11ち，乙の原形質の突起の('1':1三度は 200111立が限度であり，仮

根の様』ζ長く fill長しているものを観察する事は出来なかった。又，との突起

は単条のものばかりでなく ，体の下部の関節では Valoniatrabeculala le於

けるより程度は低いが，叉状又は不規則lと分d皮したものも見られる。乙のi土l

現のH古J切について北大FI1学部rm諜142所蔵のも の及び筆者等の採集牒本を制べ

た処すべてのものに見るおがill来た。|泊って.iJ~ffJj的Iζ消長のあるものでは

なく ，ア ャジオ グサの本質的な性質であると忠、われる。
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阪弁 : チ十シオグサの関節の構造について 3 

ζ の原形質の炎起は WILLE(BRAND等の文献による)が俊成棋(訳語は

岡村による ;extra-， intrakutikulare Verstarkungsrhizinen)と呼んだものと

は関節の制強と云ふ点では似ているが，彼の云う様lとは長く併l長せず又多管

的な構造をもとらない。又 BRAND(は19卯Oω9引1の不定根(伶extra仕帽， I泊ntr

Adv巴ntiωvr巾hi包zoωideω)とは発生学的， '}形診態学的lκζ も全く別のものであり，テャ ν

オグすに於いては殆んど規則的に多くの関節lζ見られる。むしろ，之は EGE-

RODの trabeculaeIC近似のものと思われる。一方，天然lζ産するチャ ν才

グサでは体の基部細胞から健成根又は不定根と称すべき仮根がよく発出して

岩石等に附着している。千原光雄氏は乙の植物の関節部の突起が天然lζ見ら

れる附着の為の仮根の様lζ伸長するかどうかを確かめる為チャ νオグチを切

断して培養しているが，今の処では仮根として伸長する事はないと云ってい

る。又，との突起は関節の尉辺lζ多少見られるが，之が全部仮根として発生し

た場合輸生する仮椴として認められるだろうが，チャ乙/;才グサ以外のνオグ

ナ属植物tζ於いては仮根は一関節からは l本だけ下降するのが通例である。

乙の突起の発生法として，体の最上部の関節(若い部分)に之が見られな

い点から，細胞分裂の時に一次的に生ずるものであるとは考えられない。随

って可能な方法として次の場合が考えられる。即ち，隔j院の形成が終ってか

ら (1)細胞の下端周辺部から部分的に原形質が下降して生ずるか，或いは (2)

下部の細胞の生長により上部の細胞の下端がれjIし上げられる時lζ部分的に原

形質が周辺部にだけ残され，その結栄として生ずるかの何れかである。然し

之さ吉:の事は未だli<<iかめられていない。

チャ νオグナ』ζ体及び細胞の大きさ等の似ている才オ Vオグナ (C.jaρ0-

nica YAMADA)，カタ乙ノオグサ(G.ohkuboana HOLMES)，クロ乙/.オグサ(G.ru-

gulosαMARTENS，ζ の種の仮棋は一関白1から 2-311!'!l発出する)，外凶庄の

C. catentfera KUETZ.， C. feredayi HARV.， C ρellucιda (HUDS.) KUETZ 及び

C.ρrolifera (ROTH) KUWfZ 等を制苦笑したが之等には特徴的な関節は全く見

られなかった。民IJちチャ νオグサは他のVオグナ属植物[乙比 し非常に特徴的

な種であると考えられる。

本稿を終るに当り，終始街i懇:ぬ‘な御指導と存jJ%殺j立を賜った山間キ児教授

に衷心よ り感謝申し上げる。又東京教育大学下回臨海実験所の千原光雄氏か

らは材料の舵fJtを]貝き，先生学的な国iから1湖l芯;見を1民いた引を感謝1.11し上げ

る。
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4 ;ぬ類第8巻 第 1号 11百羽:135年 4月

R長sume

1n Clctdo]Jhoγα tω'/''ight'iana HARVEY rernal'kable rnorphological 'charactel' 

of the articulations is obsel'ved in tlぜrnostpal'ts of the fronds except for the 

ultirnate articulation and l'hizoid， The articulations of the fronds have 4-10， 
shol't (45-100μupwal'd， and 70-200μdownward)， non-septate， intracuticula1' 

protoplasmi巴 p1'otube1'ances， They descend frorn lower巴ndof the segrnent， 

and surround th巴 upp巴rend of the just beneath segrnent (Figs. 1， 2). The well-
developed protuberances are obse1'ved in the segrnents of branch-insertion. 

These protuberances a1'巴 observedin th巴 specimenscollected from Shirnoda， 

the type locality， as well as frorn the other parts of Japan. This outstanding 
articulations of C.ωj'ightiαnαhas not been reported in the other species of 
the genus. 

文 献
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from Hokkaido， Japan. Sci. Pap. Inst. Alg. Res.， Fac. Sci.， Hokkaido Univ. vo¥. 
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東京湾の海苔採に着生する

緑藻について (II)

岩本 );ji コ:1ξ

K. Iw AMOTO: On the green algae growing 

on th日 Nori-clllture句 netin Tokyo Bay (II) 

2. Enteromorρha marginata]. AGARDH 

採集地:木}Ji721'.， 1958年3月 ;横浜市!様子区森lilJ，1958 ~l 4月，5月.

東京水産大学



岩本 : 東京湾のifij苦渋に着生する緑務について ( 11) 5 

ζ のアオノリは濃緑色で殆んど副校を生ずる ζ となく分岐も稀な細い管

状で，互いに絡み合って棋に待生している。 ζ の絡み合っている体は，発生

の初期に形成された盤状休から発育した直立体で，fi通1例の総状件から数

木~十数木の直立体が iii ている。乙れら直立体はイ~，:~'~4-5 cm，径 20//-1

mm，断而でイ本厚 10μ 内外である。乙のうち細い直立体は，すんなりした管

状で，4~6角形，径 5-7μ の細胞が明らかに縦列している。 しかし太くな

るにつれて体形は次却にゴツゴツした管状となり，ついには著しく織がよっ

てくるものもある。乙の体形の変化に伴なって細胞の配列も次第に不規則と

なる(写真 1，2;図 1a， b， c， dl.。

写真1.
Ent.111.arg伽 αta.約 40{汗

写真2.
竹筏上の若い Ent.111.α7・giηαtα. 約 60{)'f 

乙のように織が顕非で，細胞の配列も不規則となったものは，色彩の点

をのぞいては E.nanαの概念と l段違いがないので，木判lff(I)では E.nana 

としたが，発生初期に盤状休から発生してくる直立体は納く ，表而観で細胞の

縦列は顕若である。乙れに対して BLlDING(1938)のE.minima':'や YAMADA

and KANDA (1941)，や111王I(1943)の E.nana var. minimaの写真，図から判断

すると，これらの若い直立体では最初から細胞の配列は不規則と見受けられ

断面で数十細胞で囲まれる程太い。吏lζ筆者のものでは織が出来て細胞の配

列が不規則となったものには勿論，細胞の縦列している佃休にも swarmer 

BLlDINGの E.minimα のrl'1乙は E.刑 icγococcα が合まれている。 SJOS'[・EDT

(1939)の研究によりよ記 2fi1!は夫々 E.nαηαvar. 7n初 'imα と E.nαnα とにな

つ十一』。
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6 務類第8巻第1号昭和:J35年 4月

k 

図 1. Ent. ma1'g仇 atα.
a:若るしく鍛の出来た個体，が'18倍

b :細胞の縦列している部分， 約 250ft~

c: k~ 1\胞の配列の乱れた部分，悶上

d: 推状休からI貰立体がI:L¥る有4ふ同上

c~ i 初期発生， 約 600 倍

j ~ 1 :撚状休の発育不充分のうちから両立体が:1¥たもの，約 600倍

の形成がみられる。 以上のζ とから，今度の アオノ リKおいては細胞の縦列す

るζ とが本来の性質と看ー倣せることと，色彩が濃緑なる ζ と等から E.nana 

とするよりも E.rnarginalaとする方が妥当と思われる。
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岩本 : 東京湾の海J!HJtーに若生する縁談について (ll) 7 

乙乙で問題と なる ことは，E. marginataも亦 E.nanαと同様にJJ包子発

生花あたり先ず盤状体を形成するものか，否かというととであるが，との点

については今ま で K~Wれの記載もない。

しかし E.nanaと同様に小細胞を布す

る乙とで他のアオノリの類と相違してい

るζ とは注目すべき乙とである。

生殖細胞は 3月，4月に採集された直

立体にみられたが，細胞の内容が 111 ，1~又

は2佃の swarmerとなって細胞11日IC孔

をあけて脱出するらしい {写真 3)。この

swarmerの繊毛数は附認1:1:¥米なかった。

• 

写真 3 生殖細胞を形成

してい る部分.約 330倍

発生経過については 5月!C体高数ilから顕微鏡的のものまで，あらゆ

る発生段階の直立体が常生している竹採によって観察した。 NIIち，JAIζ附治ー

した胞子は，はじめは認とに垂直方向の分裂而で分裂をくり返して D'liに街ぶ

した分l妓休を形成し(図 1e~i)， 後で水平方向の分裂も加わって11\内々半球状の

盤状休を作り，これから数本~十数木時には1*のみの直立体が発生して

くる(写真 2，図1d)，。 乙の際，撚状体の発述の

進まぬうちから直立休が1117こり pデ哀 4，同 1j~ 

1 )，反対に総状体のみ発達して直立体は{'I'々IJ¥な

いものな ど，数状休の発迷程度と直立体の発生

時期との関係は一定でないようである。この乙

とは他のア オノリ 又は ヒトエグサの幼{本が浪花

しているのではないかとの疑念を起させたが，

細胞の大きさ，見かけ，又発生経過を辿る ζ と等

で他の幼体が混;fFしているとは思えなかった。

しかし新11向(1946)の研究結果(後出)等を考える

と，なお釈然としないものがある。

以上守J者の観祭し た発生経過は BLlDING

4心

写真 4.
11'(立(4'の出来はじめ

た重量状休.約 600{行

(1938)や YAMADAand KANDA (1941)の培従実験の結果とm，似している。た

だし之等の培設で政認されている，ザff走子の内容が発]，管の先端へ移行する，

所謂，原形質の移行 (migration)の現象はと医者の材料では硲認出来なかった。

KYLlN (1947)は BLlD1NGの研究結米!ζもとずいて，りl{j走子発却の際の!京
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形質の移行及び盤状体を形成する性質から E.nanaと E.nana var. minima 

とを EnteromorPhaX'I!Jから分離して Blidingiaminima (K廿TZ.)KYLlN を合11

1交している。

新11崎(1946)はアオサ科とヒトエグナ不|の胞子発非を研究して，直立体と

撚状体のi士1来具合から 5粧の発):.j:.1.\')式を記~iX していて， 筆者の E. mar ginata 

の発~:様式は之等の1=1] の二三の型自にまたがっているゃに見受けられる。

E. marginataの分布は，地中海，ア ドリアnu:，北大西洋の Resolution

日，北米 Maine州から NewJersey 州へかけて，又 California州治序，

Utah 州 GreatSalt Lake等であり FI木では今度が最初の報告である。

なお，上記 Blidingia属を作ることの可有は，近縁の ヒトエグナ属の各

wの発生様式，E14???弘:とも関係があると思われるので，今回は論じない ζ と

にする。

3. MonostromαGrevillei (THUR.) WITTIWCK 

ヲスヒトエグナ (1LI EE1， 1934) 

採集地 :木吏沖，1958年 3刀 ;千葉県松ケ鳥，1959"1三3月

この ヒトエ クサの休は?ifく

自は非常にもろい。休は数個の

裂片となる傾向がある(写真 5)0 

表而槻で細胞は角ばった 4-6

角形で特~~tr.配列しているが，季

節や産地lζより 2-4個宛かた

まって配列する ζ ともあるらし

い(写哀 6)0断而矧で体厚は 15

-30 11，両側の透明!日は比較的

うすし細胞は角の丸い 4角形

で ， 丈 1O~20μ ， I惰5"，10μ，下

部の細胞以外は丈がl隔より長く

写真 5.
Monostγo?nαGrevillei 約 1/3倍

， 

縁辺部では丈がl阪の2倍以上になることもある(図 2a， b， c)o swarmerは縁

辺部の細胞に形成怠れるが，その部分の細胞は他の普通の栄養細胞よ り著し

く大きくなり陥 12"，18μ[ζ述し，夫々の独立性が顕著になり (写真 7)，乙

れらの細胞I=tf[繊毛 2木を有する swarmerが多数形成される。更に栄養細

胞がそのまま縁辺部から分離して繁殖することもあるらしい (図 2d)。陪架で

- 8-



岩本 : 東京湾の海苔~に着生する緑務について (:11) 

写真 6.M. Gγev'illeiの栄養

細胞の談所f弘 約 400伯

写真 7. 同，swarmer形成部.

車包 260{i奇

図2.M. G1'evillei. 
a:下部の断[百ifl創 b: 上部の断ilTiW1
c: swa rmer JI%!Z部の断ïlTi i~

d: swarmer 形成部に見られる gemmationするらしい

制l泡m~矢田 i ii.ll 以上約 600(在

紙にをf請する。

9 

乙の ヒト エグサは材料不允分なため幼時にどんな形状をしているか明瞭

でないが，生長につれて休が数イ|川の裂片にさけてくる性質がある。ぷ而観に

おける細胞の配列状態からみると ，M.Grevillei，lVl. arcticu11I， M. saccodeum， 

M. cy!indraceum， M. angicava， M ρrbiculatum及び M.fuscU1n全容と似て

いるが， 乙れら各障の中には研究者によって varietyや formと者倣されて

いるものもあるので，次にその大¥11れを述べてみる。

ROSENVJNGE (1893)は M.Grevillei (THUR.) WITTR の種の概念を改め

9 ー
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て，乙の1*1K M. arcticum WlTTR.を varietyとしていれ，ζ の vanetyの1_1-'

に J.VI.saccodeum KJELLM.， M. cylindraceum KJELf.M.， M. angicava KJELLM. 

を含ませてい る。 乙れに刻して COLL!NS(1909)は M.arclicumは M.Grevil-

lei 1<::比して体がj学く ，阪く沿いときのみ誕状を主J.し，普通は M.Grevillei 

のよう にwが多数の裂片にさけぬという性質で，両者を各独立の種と看倣し

M. sαccodeum， M. cylindraceum， M. angicava等は M.arcticumの form

であろうとしている。 SETCHELLand GARDNER (1920)は COLL!NSの意見を

とっており ，YAMAJコA(1932)は北海道庄のものに M.angicava KJELLM. を

採用して，M. cylindraceumとは transitionalformで辿続しているととを

述べてい るが，M. arcticumや M.Grevilleiとの関係までは言及しーていな

い。 TOKIDA(1954)は機太産のもので M.angicavaと M.arcticumとを夫

々種として記載し，M. angicavaは M.arcticumより体が厚く 強靭な る乙

と，透明婦が厚いこと及び swarmer)J)t 1:1:¥後の細胞膜の様子の差ーなどで両者

を区別してい る。

乙の機Iζ三与えは人lとより様々であるが，とれら各種の附面倒の細胞の形，

透明J¥'(Iの厚さを今度のもの と比'1反すると M.Grevilleiと M.arcticumが最

も似ている。 TOKlDA(1954)が記旅している M.arcticum と は非 ~tf~. ~r.似てい

るが，今度のものでは休以が大抵 25μ 位までで，30μ に達するものの柿な

乙と，イ本が多くの裂片にさけるとと等を考えると ，M. Grevillei Iこした;-jが

妥当と忠われ，事実 ROSENVINGE(1893)の M.Grevillei日.tyρzcaの表「自制，

断面i矧は唱者のもののそれら と全く一致してい る。なお，ROSENVINGEの M

Grevillei r. arclicaなるものは tyρlcaこ比 して休厚初々JV-く，l'Ur匝i捌で*11¥

JJ包lζ丸l床があり，透明)¥，:1も柏々出くなっている。

lYl. Grevilleiの分ギIJは広 く，ヨ ーロッパ各地，北米大|控の大西洋岸，グ

リーンラシ ド， ベー リジグiM:，アラスカから California州へかりでの太平洋

j 'I~で白ー辿のものらしい。又， iJ 1111 (1934)は千品安IJ~~J ヲノレ y プ島で j;R Ui してい

る。

以七本報告 (1)，(II)を終るにあたり，他物体の捕、造はホォ ノレマリジ治の

材料によった ζ とを附記しておく o

終りにあたり色々と街l便宜，御助言を賜わった，JI自民l教授，片l王l助教佼，

三irlHlJJ子，北海道大学の山間幸沼教授，文献を貸与された東治区水liJfの銅版

{変造 tl~l土>>-び泌 ;1じ水 li)fの J火山 {、11:1;:氏，材料をfJ1ljUJC下さったfT1iJ¥ -llj {I様子lLみ
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IiIjの中村芳雄氏，千諜県五JI.IIIJ松ケ尚の務合三代次氏，三重県立大学の瀬木

紀男教授にj単く感謝いたします。

Summary 

1. C，αpsosipho冗 .1弘lvescenswas reported by the writer in his previous 
paper， and in the present paper Enteromo1'phα悦 ω'ginαtαJ.AG. and Mono・

stromαGγevillei (THUR.) WITTR， are des巴ribed.

2. The sp巴cimensof E. mω'ginαta were collected a t Isogo， Y okohama， 

and at Kisarazu， Chiba Prefecture， in March， April and May 1958. 

3. The present Ente1'・omo1'phαreachesa h巴ightof 4-5 cm" 20μ-1 mm. in 
diarneter， and about 10μin thickness， and small cells are longitudinally ar-

ranged; some fronds become wrinkled remarkably with growth. It seems one 

or two swarmers are produ巴edinωch cell. 
4. The E.叫 m'・omm'phαfrondsare composed of erect shoots and discs， th巴

former are issued from the discs which have been produced at the beginning 

of the developm巴ntof the reproductive cells， This characteristic shows that 

the present plant resembles those belonging to Blidかりωseparatedfrom 

Ente1'omω'phαby KYL1N. 
5. This is the first time that Eηte1'omo1'pha mα1'g伽αtαhasbeen found 

and reported in Japan. 
6. The specimens of M. G何 viLleiwere collected at Kisarazu and at Matsu-

gashima， Chiba Prefecture， in Janual'y and March 1958 and 1959， 

7. The thallus of Mo叫OSt1・o1nαshowsa tendency to spli t i tself， and is 

about 15-25μin thickness and hyaline layers on the both sides are not so thick. 

8. Monost1・omais quite alike to M. G1'evilleiα. typicαdes巴ribed by 

ROSENVTNGE. 

9. Judging from reports， this species seems to be common in Europe and 

North Amel'ica， however， in Japan there is only on巴 reportby YAMADA. who 

collected a few specimens of this plant in 1933 at Urup Island of the Kurile 
Islands. 
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in der GaもtungEnte-romorphα1. COLLlNS， F. S. (1909): The green algae of 

North America. DE TONl， J. B. (1889): Sylloge Algarum， 1. HAMEL， G. (1925 
-'30): Chlorophycees des cotes franyaises. 事¥1回 (1943):海泌 (1)，海洋の科学.
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schen Westki.iste. MIYAKI':， K.. and KUNIEDA， H. (1931): On the conjugation 

of gametes and the development of zoospores in Ulvaceae. 尚村 (1936) 日本

彬札誌、. ROSENVINGE， L. K. (1893): Gr仰 landsHavalger. 8ETCHELL， W. A. and 

GARDNER， N. L. (1920): The mar. alg. of the Pac. Coast of North Amel'ica， 

Pt. I!， Chlorophyc巴ae. SrOSTEDT， L. G. (1939): Enteromorpha-8tudi巴n. If!j 111 

(1939j :料部アオ サ科地物のとl::活史にl刻する研究，縞及動 TOK1DA，J. (1954): The 

mal'. alg. of 80uth巴rn8aghalien. WITTROこK，V. B. (1866): F凸1's凸ktill en mo-

nografi凸fveralgslagtet Monos七roma. YAMADA， Y. (1932): Notes on some Jap. 

Alg.， III. 山田 (1934):~!J撫μ，特 ft:.家|剖附近海後目録， 海秘研*岱 YAMADA， Y. 

and 8A1TO， E. (1938) : On some cultut'・eexperiments with the swal'mers of certain 

species belonging to the Ulvaceae. YAMADA， Y. and KANDA， T. (1941): On the 

culture巴xp巴rimentof Monostro1nαzostel'icola and E'似仰'ol1wrphαnαnαvar.
1:犯~n~押1α.

淡水産コペポダに着生するー藻類

事11 谷 平*

T. KI¥MIYA: An Epizoic Alga upon Members 

of the Fresh.water Copepoda 

'在学afは前lζカワエピのrp)1没上及び[tJ.!部に着生する説i知について「北陸の

植物Jtn 8巻第 H当で報告したが，その後微小な淡水底コペポダ (Copepoda)

lζJE生する藻却を採集して制べた結栄 IJ本では米記鉢駆と忠われるのでこ

とに報告する。
ろぐしょ

採集した池は愛知山!.Yij111奇甘Jrpj大寺IIIJ，文化財指定の/に所神社のi党内に近

按する古い貯水池で，広さは約 40x60m，深さ1-2mくらいである。 水は

花尚岩自決砧M台地の山地の前水を利JlJした水田から流れる水といくらか住

宅からの下水が乙の池に年I:IJ流れこみ，一定の水位を保って排水さ れ，干上

がると とも底上をかき上げると ともない池であ る。 pH.6.8-7.4，水色は春か

らF;kにかけ総褐色でこ のl時期には動物性，植物性のプランク トンが別合に多

し、池である。

乙の)G生誌を始めてよLたと き は 1~55 年 9 月 多数の動物性プラシクト γ

の l ドi(ζ料色のものが混って勘泳していたが調べる機会を符なかった。その~

41・19561，1:.9月 14U好機を得て再び採北もして制べた結以 Fig.1a， b IC示し

長愛知l学芸大学生物学教室

Biological Institute， Aichi Gakugei University， Okazaki， Japan 
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たようにプラ γ クトンの叩波百i上に治生し，校分れをしたゼラチ;/11の柄の

各先端l乙1個ずつの濃緑色の細胞がついている着生性の藻ftiであることが分

った。 乙れはゼラテジ質の柄のある緑言語類の Hormotita， Phyllobiu.m や

ρtmoゆhococcu.s，封緑藻類の Myschococcus，Uroglena eustylisなどとは全

く似合わず，むしろ Copepodaその他の叩波知lE772生する乙とが知lられてい

るポノレボックス科の Characiochlorisや Ch.lorangu.mt(とf以ているが papilla

のないととと収縮胞のはっきり見えない点などが異なり， ミドリムジ知のゴ

ラνクム属 (Colacium)Iζ該当すると忠われる。

Colaciumの分類位置はミ ドリム ν類 (Euglenophyta)で，FRl'IちCH(1948) 

はミドリムジ科 (Euglenaceae)に，SMITH (1950)， BEGER (ENGLER) (1954)は

コラ ν ヲム科 (Colac iäceae) においている F~~1¥fiで，後lζii.sべるような結来か

らff生性泌類の Colaciumarbuscu.la STE1N (1878)であると同定した。元米

ミド P ム ν~~iの多くは単ð1\llff泳するものであるが所生するものは少なく ， ミ

ド日ムジ矧20余属¥:1:¥Ascoglenaと Colaciu111の2kr~のみである。 AscogleuC/

は単独尾げli附活性であるが Colacium は長い ~vf.u状の柄の :(r~t "おに倒 ~l ， 11[1 

ちlIJi点やべん毛の位置が机につく )7にあ

って1ir体となる特殊な蕊獄である。乙の

属は世界で 41'ill知lられているが柄の長

さ，細胞の形，大きさ，コロニー の制胞の

数などで区別されている。 C.arbuscula 

は欧米ともに注し，淡水庄の動物件プヲ

γ クト γの Cyclops，Copepods， l~otifers 

その仙の微小な I j"I 殻~ri のイ本上に j772iiする

乙とがう司iられている。 しかし，FI<ITSCH 

は淡水路の体表にもjrf生する ζ とを述べ

ている。また，]OHNSON (1934)は.r-i7ぅ1¥し

て核及び発行の状態を報告している。

ん医者の淵べた試料は動物性プラ γク

Fig. 1. Col日C't1ιηLa?'bllSC1Ua 
STEIN; a， b， dendroid colo. 
nies， c， d， di巴hotomously

bran巴hedgelatinous stalks. 

トγの殆んどが Copepodaで，それにノ ープ リクス幼虫と輸出がまじってい

た。このうち緑色に見えたプラジグ トγ は Copepodaの Cyclopsの一利で

その尾部附近に Colaciurnが抗生し，そのJtY{+:は Fig.1(ζ阿示したとおりで

ある。観察に当つてはlm微銑下でプラシク トγが動かないようにホルマリン

13 -
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で|国定して見るが，長く叶えておいた試料では細胞が断脱 しやすいために常

!こ新しく 採集する必要がある。

SKUJA (1948)と TIFFANY(1951)は常JiJlIζ見られるミドリムジl乙似た形態

を開示して\\艮点， 緊縁体，収~ifij胞やべん毛をよく矧然している。 市計は Fi g. 1

の a，b (ζ見られるようにパラミロシ (paramy!on)Iζ 満たされて架緑イみや \IJ~

点は見にくく ，丁度ミ ドリ ムνの包袈状態を忠わせる細胞であったが，乙れ

はミ ドリムνを観察するときによく見られる現象である。約l胞の大きさは人(1，

Jiv;の測定では l隔 10~14/1， 長さ 14~24μ の構円休でーある。 SKUJA の測定で

は 7~13x 16~23μ で 111係等しい仰l であるが PRFSCO'lマは 8~10 x 12~16/1 で

やや小怠い測定仙.を示している。ゼラチンの柄は門中t状で径約 3.5μ，1泊以状

で又生し (Fig.1 C， d)，その節問の長さ は和11胞の長 さ牧であ る。 ゼラチ γの

柄のjIf生基告[5は械色であるが (Fig.1 b)， 乙れは水間変化欽ーが~Nù したためと

云われている。

なお，乙のm生115はその後句作 9JJ 111，下勾，10刀上何lζ兄られるが作

によっては多少があり ， ζ のH寺WJにだけ Copepodaの休 !こにffEliElf-許可をする

と思われる。また宿主プラシク トジについて精査すれば Copepoda以外にも

J77生するものと ，思われる M

以上今まで判資した結果を述べ 11木新庄柿として限告する。

Summary 

Author co¥lected and investigat巴dColαc'iu.rnα?・busculαSTETNwhich wel'e 

growing upon Cyclops sp. found in a smal¥ pond at Okazaki City of Aichi 

Prefe巴turein Septembel'， 1956. This alga was newly found in Japan. 

The all cells in a d巴ndγoidcolony w巴l'efil¥ed with a number of paramylon 

granules， just as in the cas巴 ofresting stage of Et~g:e nα (Fi g. 1 a， b). These 
vegetative cells are ellipsoid， 14-2411 in length and 10-14μ in width and th巴

dichotomol1s1y bl'anched gelatinous stalks al'e about 3.5μin diameter (Fig. 1 c， d). 
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時間 ・111: コンブ類に新生する勤勉物について は 15

ゴンブ類に荒生する動植物について (1) 

I時間句f， ・111 f変

J. TOKIDA & T. YAMA: On organisms growing on the 
Laminariales plants (I) 

コ ソブの来 lこ動物や海副iが着生して， 1;立毘荷iにしたとき 1[1川~を低下させ

ることがある乙とは ï~Î くから矢口られている。ヲニや貝がコシ ブを食害する乙

ともあり，22る動物は ゴンブの似を剥らせて流火を"1'ーめ，少なからぬ損害を

あたえるものもある。老成した コγブの付与にはいろいろな海誌の所生が兄ら

れる 乙とはよ く実見すると ζ ろ であって ， また多くの文献花記名I~ さ れている 。

ととろで，乙れら若生動植物について，まとめて記述しておく乙とは何かの

参考として役立つ乙ともあろうと思うので，二Iti'fぜ道各地かられ}た材料で淵べ

てみた結;.j~と文献花基づいて ， コン ブ目航物lζ7民生する 動純物の概説を試み

た次第である。乙の研究には財団法人7kJ:e(科学研究奨励会のf.lli助をl'トたとと

を記して!~;溺の芳、を去する。

I. コンブ 目植物に着生する動物

A. 節足動物，甲穀類，端脚目 Amphipoda 

1. Ceininαjα'PonicαSTEPHENSEN 

リジリコ ンブの;fht，茎，莱に トγネノレを作って，その'11/ζ住んで出卵し

そのためコンブのおよlが弱って流山し効くなる(利尻山内形 :ンド下 ・平日'J"O)。

ワカメの茎[こ住む(余TI1"II¥]": STEPHENSEN")。マ コンブの茎に位:む (波山夜間]:

IIJy DJ .近11:• :iFi0:勺。

B. 軟体動物，腹足類 Gastropoda 

2， Helcion pellucidll1n (LINNI~) 

Lami11ariaと Saccorhizαの茎の基/111ζ附治して乙れをたし，多1ほの誌

イイゐをMiうた・させる ζ とがあるという (イギ リスi!ljlli*: FELlコMANN
3
)。

3. Collisellα=sybaritica (Dou.) 

コンブl去の柴!こ附Jti:する(ご「173:iJKJ11÷・0 ・)。

4， Patinαsp. 

北大水R在学部。":. 十l隣広尾IIIL'iHJ'塚'1'学校。

波部同士 lこ初、いで教iT~ ざる。

- 15-



16 1品類第8巻j's1弓 1113稿135年 4月

La111inariaを食う (GRAHAM & FRETTER告)。

5. Haliotis gigαnteα GMELlN アワビ，マダカ

アラメ を食う (千梨県 :殖回 ・岡田四;新野')，(三重県 :刑日l・|市11壬1
29)ο

6. Haliotis discus REEVE アワビ， クロ

アラメを食う(千来県 :11'1 mj'-8)， (三重県 :殖回 ・岡田ヨ9)。

7. Haliotis discus var. hαnnai INo ヱゾアワビ

Syn. Haliotis lcarntschatkana (nol1 ]ONAS) MIDDENDORF[' 

コシブ， ワカメを食う(枕尻島 :木下 ・平野 ・佐久間11)。チガイソ ，ワカ

メを食う(岩手県 :殖回 ・Iii'iJ回28)。

8. Haliotis sieboldii REEVE アワビ， メガイ

アラメを食う(千梨県 :猪日lj-8)，(三重県 :刑問 ・岡田吋。

9. Turbo cornutus SOLANDER サグエ

アラメ を食う (千梨県 :狗mf)o

10. Epheriα decor，αtα(A目 ADAMS) コワダカチャイロタマキピ

マコシブの~~tc:: Ilfj 治する(主的，関向'(:波711M)。

11. Lαcunα vinctα (MONTAGU) 

Lam.i nariα を食う (PELSENEER''''山)。

12. Turtonia minutα(0. FABRlCIlJS) ノミハマグ リ

ワカメの莱lκζ多数l川伴川1桜去して閃る乙とがある(古背:森県 :〉波波部拐打叫:幹制乍いA 品11)。
Lαrnzηαrz印α lκζ11附』削M着す る (北大凶i洋半:Or.印DFτlぽELDザ守引:-")-:

〔以」上二，肱足知については九州大学)11'.学部天草|lkl海尖験所の波iyiJ也市ctW-::1:

の御教示をいただいたJ

c. 前匹動物，苔蘇虫類 Bryozoa 

13. Siniopeltα costαzii (AUDOUIN) コブコグムν

Syn. Costazia coslazii AUDOU.lN (Figs. 1， 5， 15) 

ホソメコンブの来l乙着生する(記、路 :111， 1958年 9-11月採集)。 リνリ

ゴシブの紫[ζJ民生(網走:111， 1958イ1:10月採集)。

GRAĤ M， A. Pro巴 Malacol.80巴.London 31， 144 (1955)による。 ζの事m誌は

波部博士の術IT}J:;:¥によ って見る ζ とができた。

1:1コ村義Jli[it@士から同定依頼の椋木による 111，私信で教示 3る。

者投合 GRAHAM， A.前1:1::(1955)による。

日 ι、品、 波宮1I同士に私伝で教示さるo

- 16ー
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14. Fenestrulinαmalusii (AUDOUJN) キクメヲス コケムν(Fig.6) 

ホソメ コップの諜tζ着生 (忍路 :UJ， 1958 年 8~10 月採集)。 マゴ シプの

架lζ満生(関節 :山，19581，下9刀採集)0 9νリコ ンブの架に着生(網走 :U..I， 

1958作 10凡採集)。

Fig. 1. Siηiopeltαco.stαzii 

(AUDOUlN)コブコケムシ ・

表而観(網走prリシリコン

ブの柴に新生のもの)。

Fig. 3. Obeliα he冗ic~tlαtα (L.)

エタフトオベリア， ヒドロ茎

の一部(関節七宝浜;;1t"コン

ブの菜に新生のもの)。

Fig. 2. Hippothoαhya.linα 

L. キタウスコケムシ，表而

観 (附山乙部~E ホソメコ ンブ

の根に若生のもの)。

Fig.4. Plttm~ûa~'似 filicαttli.s

var. j'叩 onicαJλD. 附山乙

部産ホソメコンフの莱におと註

するヒドロ茎の一部。

- 17-
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写 真 の説明

Fig. 5. S.伽 .iopeltacostαzii (AUDOUIN)コブコケムシ， リシリコンブ(網走政)

のJ忠に抗生する状を示す。右側に虫体を取り除いたあとの丸い痕が見える。

Fig. 6. “鮫毘;fIj"F加 estnoh:namαlusii (AUDOUlN)キクメウスコケムシが活

生しているホソメコンブ(忍路建)。

Figs. 7-9. “鮫昆布"Hippothoa hyal伽 αL.キタウス コケムシが新生している

ガゴメ(志苔産).ホソメコンブの根(乙部EE)，及び同上根の一部厚ii大c

Fig. 10. Gαmpylαephoγα hypnαeoides f. hα11ωtα (COTTON) NAKAMURAエ

ゴノリの一品種の器部がホノメコンブ(忍路政)の葉市に附着して ζれにくい ζ んでい

る状態を示す断而。

Figs. 11-13. “須昆布"Pl叩刊tulm'iαfil1:caulisvar. .iaponica J瓦D. のず;生し

ている 7 コンブ(住吉irr~) . ホソメコンブ (乙部政)及び後者の一部山大。
Fig. 14. Obez.ia genic~ûatα(L.) エグフトオベリア"1コンブ(七宝浜陀)の来而

の一部を廓大して者主l三状態を示す。

Fig. 15. 7'r'icellω1α ocddentωぬ (TRASK)ホソフサコケム ν(rl:t央の分岐した

もの).及び.S~伽iopelta costαzii (AulコOUlNiコブコケムシ (盤状のもの)。ホソメコン

ブ(忍l的陀)の柴田にずf'=とする状を示す。

15. Hippothoα hyαlinαLlNNE キタヲスコ ケム ν (Figs.2， 7 ~9) 

ホソメコシブの架fC]首:生 (柏山乙NH，j:r時l壬r，1958作 7月採114L jfゴメ

の架にm生(渡島鋭亀沢村志苔 ーLLI，1958 I，r=: 7月採集L

16. Tricell.αri，αoccidentαlis (TRASI<)ホソ ケサコケムν

Syn. Meniρea occidentalis TRASK (Fig. 15) 

ホソメコ γブの梨lζ活-生(忍路 :111， 1958 1 1~ 9 Jl採集)。

〔以上， 苔百十虫lflの査定は資源科学研究所の!お波111F夫同二L:の1tll教示をい

ただいた。乙のはiの発生の桂だしいコンブは「鮫民不liJ"，治生物は I-I!伐の小

便JI3とよぶ。波のiJJ'ヵ、なJg所lζ多く凡られ，~dζ採取J明の末期 lζ多い。 製品

の外観を損じ，取り除くのが困1iff・で，取っても j長が残る。 j民生部は色素が減

少し，子袈]社がiil来ない。勺

E. 環形動物，多毛目 Polychaeta 

17. Spirorbis sp. 出来旋9:(の-fIi:

コンブ属の一種 Larninariasaccharina (L.) LAMOUR. の茎と架lζ治生

する (Norway:PRIWfZ'O)。 マコ ンブの柴lζ着生する (渡島尾札itfi村 :lI~j; I壬|・

大岩261，ホソメゴシブの楽に着生 (忍路湾 l時旺I.大岩26)0

sρirorbisの!牒筑状石灰質小管がコシブの葉而に附治:しているのを「カ

キ」とよび 13 各地のコシブ頒!と見られ，~l乙波の i怜かな所[ζ 多い。 Fucus の

- 20-
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一種lこ1昔生する Sρirorbisborealis DAUJコJN(乙ついて DESJLVA2
カs:k・験した

ところによると木種の幼生は撰択的lζ Fucusの体の上lζ附着するという。

F. 称皮動物，海胆類 Echinoidea 

18: lIeliocidrnis crαssispinα(A. AGASSJZ) ムラサキヲニ

リジリコンブの葉を食害する (利尻LEtf形 :木下 ・平出1310)。

19. Strongylocentrotus drobαchiellsis (0. F. M仇 LER) オオパブン

クニ

リνDゴシブの葉を食筈する (キIJ尻島沓形 ・木下 ・平野'0)0

20. Lllidiαyessoensis GOTO エゾスナヒトデ

リジリコ シブの莱を食害する (罪1I尻島沓形 :木下 ・平野'0)

21. Patiria pectiniferα(MUUER et TROSCHEL) イトマキヒトデ

リジリコシブの葉を食害する (利尻島沓形 :木下 ・三litllj・10)0

G. 腔腸動物， ヒド ロ虫類 Hydrozoa 

22. Obeliα geniclllαtα (LINN丘) エダブトオベ リア (Figs.3， 14) 

マコ シブの業lζ着生する(函館七重浜 :11" 1958年 10月採集)。

23. Siliculαriαcαrnpanulαriα(VON LENDENFELD) Ecklonia (Uo生す

る (Australia:DJ¥KIN'). 

24. Plurnulαri，αfilicαulis var. jα'PollicαJADERHOLM (Figs. 4， 11-13) 

マコ ンブの葉に着生する (間前住吉及び湯の浜 .山，1958年 7-8月採集)。

ホソメコ γブの葉lζ着生する(柏山乙部村 :時間，1958'1ニ7月採集)。

ヒドロ虫類の着生した コッ プを「君主昆布34J又は「毛生えii!.ギfj13Jとよぶ。

ï)~i M:rIT内の昆布業者の仁|二qζは「誌を毘有iJは住吉昆イliの目印であるとし，製品

の取引上にむしろ役κ立ってい るという 者もある九それほど，乙の1a'jの着生

は普通で，乾燥すれば取り除く乙とが容易なのである。

25. PlllllUllariαllndulatαM. YAMADJ¥ 

PνDコンブの葉lζ着生する (制定 :11" 1958年 10月採集L
26. Plll1llulαria sp. 

ホソメ コシプの葉』ζ着生する(忍路 :11" 1958'1ミ8月採:U.とloPlumularia 

setacea，又は P.st1'ictocarρa tc似てい るが別居であろうという。

〔 ヒドロ虫類の査定は北海道学芸大学生物数百尻j一戸|付臨海)~話会所の今出

夫氏の街l教示をいただいた。〕

官 ( 引m 文献は!fi 2 持iの終り にかか ~f る。)

- 21ー
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欧州を巡りて (III)

ì~TI 木紀クJ

T. SEGI: My visit to Europe (III) 

(6) 瑞典から白耳義ヘ

ス トックホノレムから51時間程，街1馴染の SAS~設に来って 9 月下旬ブラ

ッセノレlζ若く と，小国の剖に大きな空港lζ怖いた。植物闘に行き陪葉町{で

Gelid印m の標本，判ーに G.ρusillum(STACKl-IOUSE) LE JOLIS， G. divaricalum 

MARTENS等に就いて調べた。 Directorの DEMARET博士の御世話になった

が， 英語がなかなか通ぜずもど‘か しかった。温室の*~{IJ は壮大な Herbarium

kなって，多くの標本がぎっしり詰っている。展示室には特に desertplant 

の Welwitschia mirabilis， Kurkeik コノレ ク (Algeria i主)， 仁|本j主木材の

Sample等があって興味深かっ

た。研究室では植民地コンゴー

の，他物を悼んに研究してい る。

プラッセノレでは又折良く IJlj

催中の ~jt国博を見る機会に忠ま

れた。 全部見ると 141=1間位 も

かかる膨大なものであったが，

之を 21こ|聞のみで主要な所を犯!

った。 米，英， ソ辿，イム主主:の各

館のli大なものに比べLI本館は

余りにも貧弱であった。殊lζ入

1 I上11iklt大な版燥の写哀を財

げていたが，その後復興した現

在の|二l本の写真が一枚欲しかっ

た。然し附属食堂の 11*食に久

し振りに故国の味を懐 しんだ。

ソ述内lfiは|工大なガラスばりの建

物で，中央一列に例の人工術阜

の模型を並べ，ソ辿物j主品が美

合主堂

ブラッセ Jレの柾i物|麹ilul室

及び11:'，'，*館(装側j

水中m波探知機を備えた円形の観測艇

(ブラヅセ Jレ万['1;1M・アメ¥
リ均飴 Jl~ の人iiI1山 にて j 

- 22ー
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しく 並び，各種様々な印刷物をサービスしてい る。此処の二階に巨大な凍結

腕魚、(チ ョクヂメ)の標本があった。次!C米国館lζ一つ水産関係で面白いもの

があったので夫れを紹介しよう。それは水中電波探知機 (Sonar)を備えた円

型の観測艇で，同館の池tζ浮べてあった(写真参照)。甘IJ洋の水深及び魚群保

知の水中 レーダーを備え 1時間 18mileの快スピ ー ドを出すと いうから驚

く。完全なる円形のもので，どちらが船首か船尾か，一寸迷う怪物であった。

共のf也チヱツコ館にはお得意、のガラス細工でメンデ リズムが説明しであり，

又 BOHUMJLNEMEC の組物組織の説明も同様にしてあったが，特にその色彩

が優れていた。 モナ コ館tζは庄大なヲミ へピ及び深海産有毒魚の標本が入口

に展示してあった。

(7) 白耳義より仏蘭西ヘ

Sabena械でブ ラァセノレから 11時間余飛んで，パ リーへ夜中の l時lζ着

く。 空港パスがやがて凱旋門か ら ν ャンゼリピ ~ !C:入り，更にコンコノレド広

場ーぱいの明りの下を走るl時，流石tζパリーに来たと感ずる。深夜の不夜城

を走って 21時頃古風なホテノレlζ着く 。今，如何にも花の都ノ《リーに来た感、じ

がするが，ζ の花の意味が想像していたプレ ッνュな もの とは追って，クラ

νカノレなものであった。 花という意味は 「燦然たる歴史と撃やかな伝統lζ彩

られた」という意味であろう事をはじめて知った。 古い街並，街燈一つにも

丹誠を乙めて作 り上げた底知れぬ芸術の者15である。又街を歩いている大部分

の人は ， 意外な程質素で地味な服装であった。 ~ "f e l' •. 

此処lζ居ると l時々 ，ふと前世紀のjljを歩いてい

るような錯党にとらわれる。 歩いている人迄も

何だか前世紀の人間の様に感ぜられる。 人間の

一生がほんの一瞬間の過程Kすぎないよ うに思

われてならない。

ホテノレには FELDMANN.IX;か ら手紙が来てお

り 「自 分は1=1下ナポ リに居るが.2. 3 JJ中には

州1ムするからお闘にかかれる。留守中は MESLIN

氏が何でも御世話する」とあった。 10月に近く

そろそろ νヤジゼリゼ {のマロニヱの葉が散り

しきる頃であった。FELDMANNt~ì-土のいる海洋

字削究所へ行 くι ノレクジーシブーノレ公出lやメノレボ

- 23ー
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γヌ大学lζ近い此処は，モナ コ海洋研究所の附属で，入仁1'C;とを示す大きな

標示板があった。古い組物であったが，1-1-'は白一色で;il'i 潔である。 MESLlNp'i. 

士がカ ーン大学所i伎の Gelidiu1namansu LAMOURUUXの typeを，在、の為に

わざわざパ リー迄巡んでおいて下さったので， 乙乙で IVI~べねたのは ~Iq;n( ギー

であった(後 11別報予定)0 MESLlN氏は「山田先生が初めて之を調べ，その

次は君だ」と述べ，原記載のある “Dissertationsur Plusieurs Especes de 

Fucus"の本を出し極々説明してくれる。 FEl.DMANN同士の姉仏後，色々親

切に私'11世話になり，又多くの標本を見せて拙いたが， q~'d乙 Polysiρhonia

codiicola ZANARDINI， Gelidium fasciculatum HAMEL等が興味深かった。

研究室のフェ Jレドマン同士

(パ リ-If，i洋学研究所内)

国立|当然科学問物航 ・1;，凶L氾U

パリーの国立自然科学問物館:

I~;J ;fE他物lilf先所

lκζ近い他物幽内の1壮j上:大なA悠i主!物で、あつた。ダリアのl咲き札れるジョノレダシ ・ド・

ダ リアのすぐ近くに L... :大なプラタナスの並木の トンネノレが続き，その|付を

騎舵や蹴馬が子供のお相手をして歩いている織は，如何にも l剖洋らしい。此

処の二階に広大な Herlコanumがあり ，BOURRELLY t'，I1:1: が {ìSJ~ しておられる

ので色々御世話になった。又此処にいる ARDRE娘は史認をもj叫し使iJ:をは

かつてくれた。 Herbariumは 1.France， 2. General， 3. THURET et BORNET， 

4. MONTAGNEの4部に分かれている。研究室入IIには SalleSAUV AGEAU 

Salle G. TH'URET-Ed. BORNETの掲示がしである。又研究車内lζは多くの泌

類学者の写真が掲げてあり，海部関係の文献が若者名別，アルファペ ットJI[fj

k完備していた。此処で も Polysiρhonia，Gelidium， Plerocladia 1こ同す

る多くの標本を検したが，特lζ P.subtilissima MONTAGNE， P. savatieri 
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瀬木 : 欧洲を巡りて (111) 25 

HARIOT， G.lalifoliurn BORNET， G. sesquiρedale THURET， G. corneurn LAMO-

UROUX等lζ注目し，多数の標本を調奄 ・撮影したe

滞在中の一夜，パシテオ γ附近の FELDMANN t~，'1士宅』ζ招かれて親しみ

の瀧れた家族の方々と共lζ厚遇され，又次の夜は VIRVILLE博士宅に伺かれ

た。 VIRVILLE同士は海好きの学者 lζ相応しく ，御自慢の「海の部屋JI乙は海

に関する革ー々の蒐集品がf!fliられ，書斉は英大な書11でJ:Mlまり，玄・関lζは1:1:1i立

の!騎士の可1i7がRillられて，宛も家全体が Museumのi憾な感じである。さす

が郁子市消の木場だけあって，次々と幾何一類もの稲荷i凶をH-iされたのには驚い

7こ。

パリ ー及びその近郊lζはノレーフソレ，凱旋門， エッブェノレi待，グェノレサイ

ュ， フ ~Y テ y ブロ x 等訪れる所は余りにも多い。エッフェノレ階附近のジャ

イヨー宮にある海洋間物館l乙は.fm々 而!さIい展示があったが，就中巨大な潜

水服が興味深かった。又此処の水族!11'{はあまり大きく はなかったが，zzt1.の

外JlIJI，と IJqつ足を持ったメ キνコ産 ・，[I ~~ :1:(1， (Axolotl)の奇妙な形態に思わず

みとれ，νャyターを切る。又大学部Tliへ行き il木学生会合引を訪問した。

il木風の建物ですぐわかり ，広聞にはfi車問画作lのI=':大な絵があり ，文問書館

lこは FI 木の書~;~;がずらりと並び ， 久し振りに多くの n 木文字を見て非常に懐

しかった。

レス トラシで名物の牡蛸を食したが，注文して持って来たものは芯外lζ

も生牡暇であった。 IDLの上lζFucusを敷き，その上{ζ生牡輔がのせである。

之に レモシの汁をかけて食べる。なおとの地では牡輔の愉送に Fucusを使

うらしく ，脂頭で Fucusの上lζ並べてある光jd-や，慌の中{ζ Fucusと牡輔

が一怖につまってい る所等をよく見かけた。

(8) 仏蘭西から瑞西へ

パリ {から SwissAir 機で 2時間程飛んでチュ ーリッヒ(ζ着く。測IJs伴で

淡水産の藻類を採集する。此の美しい 1I1rIζは可成り多くの口本人が居り，在

外邦人の生活を現実lζ見て色々参考Iζなった。日本人ではないが，北大で長

らく教鞭をとっておられた KOLLER教授未亡人が，ホテノレのすぐ前lζ住んで

おられるので訪ね，その娘さん(スイス人で子供の頃札幌にいた)と 日木語で

お話出来たのは印象的であった。チューリッヒからユ Yグフラヲ[乙向う途中，

柄拘lベノレγでーれしたが，その美しい風光は全く絵の様であった“ユングフ

ラヲ行の惹山鉄道は上部lζ行くに従って線路のl隔が狭くなるので，途中で 2，
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26 部類第8巻第 1号 I昭和 35年 4月

3回乗りかえた。終点は洞窟内lζ作つであ り，如何なる天候の 1-11ζも好都合

lζ出来てい る。幸い頂上ではl時々晴れて崇高な Monchを望む事が出来たι

壮大な氷河にアノレプスの軍感をまざまざと感ずる£帰路イγターラーケシで

j\ÿ~早く，牧場の牛の一群がとてもいい音の振鈴を首につけて， 一人の少作 lζ

率いられてゆくのに出会ったが，如何にも アノレプスらしい牧歌的風景であっ

た。ふと 10有余年の昔， 札幌で雪の夜|却し、た馬櫨の澄んだ鈴の音が， 辿怨

されてならなかった。

(9) 瑞西より伊太利ヘ

Swiss Air機で 21時間余地んでロ ーマlζ向う。アルプスを;!，Thえて ローマ

[ζ着 くと ，10月中旬というのにさすがに小暑く ，太防の光も強烈である。冬

服をぬいで久し振りに夏服を着る。 ローマはrlj全体が追跡と言ってよいもI多

数のものがあるn ブオロ ・ロマーノ， ピク トノレエマヌエノレ記念J払パチカン，

カタコシベ等々何れも歴史的興味に満ちたものであるが，英語があまり通 じ

ないのと，タクジ ー料金の滅茶?lリ15であるのには|羽仁|する。

ナポリの ZoologicalStation 

k行くと，恰j立留学"1:1の北大山田

真弓先生lこ色々 。jIt世話lζなる。先

生はイタリ ー詔が恨めて上手であ

るので大変心強かった。又此処は

図書が非常に完備してい る事[ζ篤

いた。 ζ の辺のifu藻はドイツのi吹

FUNK 同士lζよってよく検べら れ

てい る。 研究所附近では海藻採集

はかなり困郊であったが，マノレキ

明 11置!司

、‘

ナポリの ZoologicalStation 

アロへ行き Gelidiu1勿，Fucus， Pelvetia等を採集したι 研究所には北大内回

数授が居られたが，乙の他海藻関係の BETH氏lζ会い培養中の海藻を見せて

もらったι Acetabularia， Halimeda， Gracilaria， Valonia， Anadyomene， 

Dictyota等が約麗に培養され，又 Vidaliavolubilis (L.) J. AGARDHを少し

戴いた包猶，培養器は均等に光と温度がゆく様lζ工夫され，内部は蛍光燃が

一本中軸lと入り 1)日商鏡でi絞ってあった。との中lζ棚が沢山作つであり，乙

の器全体が恒温室に入れられてあった。文此処の水族館には水 畑中 l乙イカ

Loligo vulgarisが遊泳している J
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!こ例があまりなく而白かった。

又ナポリではポ γペイの廃峰を訪れたが，此処では特lζ FishMarketの

跡{ζ注目した。広場の一隅lζ上部ア ーチ3111になった小間があり，乙の辺から

は伐の鱗や!包丁等が多く発掘された111，今から 2000I，r:'liij既lζζ の掠なマ ーケ

ットがあったかと思うと感慨深かった。ナポ リ滞在中の一 11;fJプリ出へ行き

有名な育の洞窟見学後登った自の頂上tc，大きな土産物J，Iiがあり，此処のνョ

ー・ クィシ ドヲの真中lζ，11木J:t莫F"kのrι日カ11fi!こ入れ';;:々 j瓦示してあった。

(10) 伊太利より帰国ヘ

最後の SAS機[ζ来ってロ ーマを後[ζ し，南廻り近東;in同を経て帰悶の

途についた。途中北アラビアのνリア沙漠上空で恰度考察明が訪れ，朝主たな

びく 下界の東天lζ，立felの太陽が上る土I:J殺さは筆舌1<::尽し知い。次第lζ明る

くなると見渡す限り沙漠地.1札 {革かに納lい道路が糸の様!こ延々と続き，自動

車が蚤の様lζ後 lζ砂淡をたてて走る。イラシ!と入ると (I~ 々たる岩山が続き ，

緑色のものは何一つ見えない。続いて藍背色のアラビア海lζ見とれている rt

間もなくカラチ着陸。沙漠と砂塵の~Jj ， 将・くて気息奄奄，土人が飛行機の繋

，0日jをする。スチュワ ーデスが富士山と烏jFJの絵のついた市jばり 団扇を渡して

くれる。次いでlefJ度lζ入ると漉慨が行局き，育緑色の*=が見えはじめる。夜

となってパシ コ ック m:l~t< なま|暖かく ， 立派な空港で少JE!する。機七で第二

夜が明け，7.1<.田地;貯が見えだ したと思うとマニラ着陸，いよいよ狙悶 11*IC 

近つeく。侃処から太平洋を一路北上，雲rlJJI~行を続け何一つ見えない。 7 時

間程後，雲の隙聞から炎然伊豆半島が見えはじめた。狭く0!て ζ み，ごちゃ

どちやしたI1Ij並，溢れた川[ζ木材がーばい浮いている。 |111もなく東京湾の海

苔場が見えたと思うと ， 突っこむようにランディシグ。冷~I~Î 1ζ贈る羽田に無

事着いてほっとした。 (ヲti) 三E瓜立大学水産学部)

Dr. FRANZ M OE¥"lUS， Prof. CURT HOFFMANN 

及び Prof.GILsERT M . SMITH三博士の言卜

昨年は春から夏にかけて著名な 3人の藻類学者の;:トが報ぜられた。叩ち

4月lζはクラミドモナス科の諸種等の研究で有名なアメリカ合衆国マイアミ

大学の FRANZMOEWUS博士が 50裁で急逝され，6月lζは海藻の生箆，生態，

利用等の方市に造訴の記長かった，刻!乙キ ーノレ大学の教授で同附属海洋研究所
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2泡 百単類第 8巻第 1弓 H日'fj:l35年 4月

の CURTHOFFMANN 博士が 60歳でなくなった。 次で 7 月 にはアメ リ カ合~Ý~

国スタシ フォード大学教授 GILBERTM. SM阻 I

隠花梢物'又北米注i淡炎水藻の教科書等の若菩書;は我国[に乙於いても如る著名であ

る。 比処lにζ詑んで哀1刊唱4;1の志意、を捧げげ?そのf私伺御I向卸1甘l冥稲を祈る。 (I.l!111幸男)

新著紹介

A.且.3HHOBa: 0 且ByX 13ypbIX Bo江OpOCJUIX H3 

AliTapKTHKH- PhグllogigasH !-lunantothallus 

- AKa.l¥eMI15I HayK CCCP Bcecolo31-roe 60TaIII1可巴CKoe

06ll(eCTsO 60TaHH'leCI(J1H :>KYPI-!aJJ， TOM XLIV， 3 (1959)， 

113.l¥aTJJbCTsO AKa.l¥eMHH HayK CCCP， JIeHHHrp日且，

B-164， MeH且eJJee6CKa5I刀HHH5I， 1. 

エ・デ・ジノパ著:南極産褐藻類の 2属，ヒマントタルス属と

ヒロギガス属に就いて (附1';j:16枚付)

-')辿邦植物学雑誌，14巻，3.1号(1959)掲載，

発行所 ・レニングラ ー ド，B-164，メンデ レーフ迎 1

')1ニoエッ卜科学アカデ Zー(仰i絡 15)レーフル)

著者は JiI!邦科学アカデミー ・コ7 ロフ名称植物学研究所に所属の女流海秘学者と し

で最近活液な仕事を遂行している。

wて今回著者は，1956年度のソビエット南J医学術探検隊が持ち帰った，大却の褐PYI松l!

本 2{悶休を詳細に観察 し， ζれ等の材料とゲ、yプ (1905，1907)・スコッツベノレグ (1907)等

が ~.H織の仕事で己に報告ぜるものとを比較して興味深い結論を述べている。E!fJ ら ζ の論文;

に於て 1新富i，1新結合.1 新名称そして 1 新科の創設を提唱したη T~T桜木邦の海磁フロラ

とは密接な関連はないかも知れないが我国のwH]i探検隊も活躍の折，i:主に抄主張しておくこ

とも有意義かと思う 。

そ乙で ジノパの調べた 2個体の楳本は本論文の第 1図 (p.373)及び第 2図 (p.374)IL 

示 されているが， それ等はヒ 7 ントクルス コロトケビ、yテ (HunαηtothalhG8korot-

keviczii A. ZINOVA sp. nov.)の学名が与えられ，新郡としてラテン文の記械 をつけ

て発表 されている (p.378)。その要旨は次の通りである。『体は基部扇SjZ，附ot(¥l非は多数 ・

不規則に分岐して校を蔽っている。 柄及び校は周平にして長短あり ，単条或いは偽叉:伏に

分岐している ， 悲部と分l岐箇処の下~(flは周平:伏に拡がっている ， 煤施状に探ぢれている。

架片は披壷1-;伏線形，線形，全縁或いは制JI長い裂片を有する，)政質，徽あり ，~係施状に探ぢ

れている』。
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新 著紹介 29 

ν ノパは叉詳細な観察ノ ー トを :~f い て いるが， 乙れに依ると今回の4謀本の特徴は (1) 

体は仮根に依って強 〈器物に凶器していること ，(2)校の形成法が特徴的である乙と即ち校

の周平部の先端に於て三分岐して校を出す，つまり乙の部分が生長俄を成している訳であ

る。 此の分肢の 2部分が生長し，その後途中で3つ自は死滅流失するのである。 (3)ジノパ

の観察した2個体の中前者は|峨々完全であるが，後者は休の一部が流失していた。然しそ

の断片は乙の標本の採集地点附近から見出された，そのフラグメントの大き 3はうとは 1.5

m， 簡は 25 cm に迷した。乙れ~は乾燥ni本にて j写さ は 2mm に迷す る 。

次にジノ パの新駆と従来南極から 己に報告されているものを比絞し，最も近縁紐とし

て Himαntotha1lusspi:r・αZisSKOTTSB. (第 3図)があげられている(乙れはヒマントタ

ルス属のタイプ麗である)。

叉フノパは乙の新種と Lessoη似 gγαnd1foli，αA.et E. GEPP (GEPP， 1907) (第4図)

とを比較した。但し ζ のゲ ップの在lはスコヮ ツベ Jレグによって Phyllogigαsgrandifoli:悩

(GEPP) SKOTTSBERG (SCOTTSB. 1907)として新結合が行なわれたものである。乙の比較

の結果外形 ・内部構造共に極めて近縁である ζ とが確認されfこ。そ乙で ジノパは彼女の新

種がヒマントタ Jレス鳳及びヒロギガス凶の夫々のfillに極めて近いという矛盾に到達した訳

である。クノパはこの矛盾のj原因はヒマントタノレス属とヒロギガス属との聞に混乱が存在

するからである として次の如 く指摘 したのである。 即ちス コッツベノレグは 1907年にヒマ

ントタルス属及びヒロギガス腐の 2偶を創設した。 そしてヒロキガス j認の分類に際して

Lωsoni，αg1'aηdifolωGEPP の他に彼自身のr伝説根本 (第 5図，第 6図)をも資料として

Phyllog匂α.sgmnd1folius (GEPP) SKOTTSB.としたのである。 処でゲ ップの掃図(先述

の GEPP，1907即ち本論文の第 41到に示されている)の中にはヒマントタルス属の成体 (第

4図の 1)とヒロギガスの若い体(第4凶の 2)の両方が函がかれている。E!flちゲップの L.

g1・αndifoliαの本体は 2つの服を混ぜている訳であり ，乙れに悲づいているスコッ ツベル

グの PhyUogigαSg1・α冗difolitωは当然 2つの属に所属する 2極を含んでいることになる。

依って乙れを正 しく分類し阻むなければならないとジノパは云うのである。

然ら，;r:ヒマントクルス凶とヒロギガス属の両者の相;起点は!司かというと，そのjiJ，:も若

しい乙とは，とと長の万法に於てである。 即ち前者に於いては若羽は休の問主1<部から分裂独

立 して行 くのに対して，後者に於いては， 活安は茎から1i1d 側に生長 して行 く }.I~にあると云う c

ジノパは以上の分類学的経~I\を考荻し ， OHlて今回の南極材料の研究に基づいて次の

結論を導いた。 (1)従米ゲップとスコ ッツ ベルグf'C依って発表されたものと，ノピエット南

極探検隊の採った桜本とは 2つの偶lこ所属するものである乙と ，(2)乙れ等の属の聞の従来

知られていたスコザ ヅベ Jレグの分類は材料不十分の為不正確であったとと， (3)それ故に種

と腐の命名が混乱し不当であった。

フノパはどの極をどのJI.tlf乙出1}JiJjさぜるべきか叉夫々の種の ν ノニニιームを次の表の如

く列挙した (p，378)。日/lち
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30 藻類第8巻第1母 昭和 35年 4月

Genus Himαηtothall1~S SK01.'TSB. (3極を含めた)

1. H仰1anlothalh/'sspiγau，s SK01.'1.'5B. (属のタイプ)

SK01.'T5BERG， 1907， p. 143， fig. 173-176， tab. 10. (本文第 1図〕

2. Himαηtothal仰sgmndifoli1ω (GEEP) A. ZIN. comb. nov. (新結合)

Syn. Lessoniαgrandゲ"oli，αA.et E. GEPP， 1905， p. 105; 1907， fig. 74 (?)， 

pro parte. -Phyllogigαs 9γαndグ"oliusSKOT1.'5BERG， 1907， fig. 74 (?)， pro 

parte. (本文第4図〕

3. H仰zαntothαllus/coγoto/cevicZ'ii A. ZIN. sp. nov. (新聞〔本文第 1図及び第 21きIJ

Genus Phyllogigαs SK01.'TSB. (1 IDiを含めた)

1. Phyllogigas s/cottsbeγgii A. ZlN. nom. nov. (新名称)

Syn. Phyllogigαs 9γαndifolωs SKOTT5BERG， 1907， p. 63， fig. 73， 75-80. 

tab. 6， pro parte. -LessoniαgγαndifolωGEPP， 1907， pl. 1. fig. 2 (?)， 

pro parte. (本文第 5図及び第 6図〕

最後に乙れ等の腐の分類学的位協に触れているが， 乙れ等の海~S の構造上の基本的特

徴として (1)筒tぎがある乙と (2)短い細胞の糸か ら成る中心胞がある，特にヒマント 11)レ

ス属に発達 しているとと (3)コンブ型の粘液腔導は無い乙 と等を挙げ，更にWMt;u学的構造

からそれ等に近い第 3の属 Ph.aeoqlossumSKOT1.'5B. (SKOTTBERG， 1907， p. 59)を含め

てジノ パの提唱する新 しい科目imantothallaceaeに含まれるものだという 。この新科の

系統上の位置は特別なグループ，仮称 Himantothallales(?)を将来設け て含めたい旨を

匂は して い るが，目下の処雨阪のこれ等の海磁の~三殖方法は不明なので決断は下 し得ない

と新しい自 の創設には庭問符を残している。(JI}橋説往ー北海道大学1:t!学部:fii'l物学教室)

品ム
寸ー

4

一
A 録 事

役 員 移 動

庶務幹事辻寧昭氏，都合に より"日和 35~ ド 3 月 31 日付 をもって退任。

会員移動
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学会鍛事 31 

日本藻類学会懇談会

4月51ニ1， 日本山学大会水産部会開催を機に東京都立大学五II学部会議室において本会

懇談会を日目似した。 11¥府会員は 27名，なlJHi俊巡幹事の司会により会が始ま り，111田幸男会

長の挨拶があり ，続いて水産庁の日l辺氏 ・全漁巡の商尾氏が乙 bL:も寒天原務，アサクサ

ノリ等の不足を訴へ，その生産指導を行ないたいので御協力を願う旨の挨拶があった。そ

の後会食に移り ， ビールの前をひきながら利かに自己紹介等を行なった。乙の悶，佐藤正

巳，瀬木紀男両氏等から「染めノリ 」についての話題が提供された。会食後，ガラパゴユ

向学術調査団の一員として水産植物の調査を担当し，最近妬}!切された東京水路大学の三浦

/1日雄氏の 「ガラバゴスぬよ り帰りて」と庖iする旅行調査談が，数多くのカラー ・スライド

により紹介され多大の感銘を与へた。向，協和陥酵株式会社から多大の御援助のあった却

を附記し感謝の訟を表します。(阪弁記)

IfU荊134 ;1二 1ft

日本藻類学会庶務会計報告

自/1日和 34年 4月 1 /01 

至/113和 35年 3月31日

庶務 報 告

1. 1凶和 34il: 4月2日 東京大学教養学部同窓会館に於いて本学会懇談会を開催。山J.'i~

会員 22名。瀬木紀V:l1五の「欧州を巡りて」と泌するスライド映写 ・談『活あり。 続いてH寺

回線氏の 「欧米~~類学者等」 についてカラー ・ スライドのl決写あり。
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32 務類第8巻 第 1号昭和 35年 4月

2. 昭和 34年 4月 20日 r~ýi 類」 第 7 巻第 1 号発行。

討議員選挙IJfJ架の結果次の9氏が評議員に決定。3. HB;fiJ 34主ド 6月 5 日

北 海 道 地 区

関東地区

時 間 際 ・木下虎一郎 東 北 地区黒木宗 f古]

新的感{政 ・片 |王| 笑 中部地区瀬木紀男

近畿 地区広瀬弘 幸

九州地区瀬 川 宗吉

ドI~ 国 . Iccil現地区猪野俊平

4. H日和 34年 7月l日 鹿本主幹人氏が)，(U削除引に委l服された。

5. I同和 34年 8月 20EI r務類」鎗 7巻第 2旬発行。

6. 昭和 34年 9月 5日 東北大学川内分校に於いて本学会館 7ITII総会を開催。 l:um~会員

40名。

(1)開会挨拶。 (2)議長中沢信午氏選出。(3)的、務会計報告。 (4)会長選挙，1111王l率95氏当選。

(5) r務類」販売価格 1部 150円， 国外販売(illi絡各巻 2ドノレ と決定。 (6)その他。(7)閉会

挨拶a

7. I昭和 34年 12月 20日 「務類」第 7巻第 3号発行。

8. 昭和 34年 3月 31日 )，n;~幹事辻i事 |畑氏都合に よ り退任。

9. I悶和 34~I" 3月 31日現在会員数 324名。(悶内会員 314名国外会員 10名)

収 入 の

~ 資 217人 (329何)

パヮク ・ナンバー

平日 子 振替貯金

郵便貯金

小 言十

前年度繰越金

総計

部1

会計報告

99，132円

27，298 

331 

2，151 

128，912 

54，055 

182，9671モl

支出の部

羽 [-1

出版 'J'l¥ VJI-2 

~ VJI-← 3 

発送資(羽[-2

通 信 賀

会場 1~

謝 金

小 言1・

次年度繰越金

総計

- 32ー

30，470円

31，540 

30，250 

2，784 

2，896 

2，928 

3，679 

2，000 

2，000 

108，547 

74，420 

182，967円



程規稿投

会員諸君から大体次の事柄を御含みの上役碕を期待します。

議類に関する小論文(和文).綜説， 論文抄録，様鎌等。

2. 原病燭織の取情，掲載の目的序，体総及び校疋は役員会に一任の ζ と。

3. 別刷の費用は著者負担とする。 (flし小論文，綜説，総合抄録11:限りその 50部分

の費用は会にて負担する。

4. 小論文，綜説，総合抄主張は 4∞字諸原補用紙 12枚{立造.其他は同上 6枚{也迄を

限度とし肉版等のスペースは此の内l亡合まれる。

向小論文，綜説に限り .欧文題目及び本文半頁以内の欧文摘要を付する乙と.欧文

は成る可く ，英，独語を用うること。

原摘は平仮名混り ，樹;r，:としなるべく 400字詰原稿用紙を用うること。

1. 

5. 

言語類に関する質疑応答郷を設け度いと思いますから，会員諸君の御利用を乞う。

向事務の迅速処理を期するため質問及び庶務，会計，編集事務等学会に関する通信

は，札幌市北大理学部縞物学教室内本会庶a.会計叉は編集幹事宛とし幹事の個人名

は一切使用せぬよう特に注意のこと。
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